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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 夜間例会「クイズおしえてッ！後藤会長」（親睦活動委員会）

会員増強・新クラブ結成推進月間
全道中学親善硬式野球大会報告会（青少年奉仕委員会）

■ロータリーソング：君が代・四つのテスト　　■ソングリーダー：浅川　正紳君
■会員数　  99 名
■ビジター   佐渡　正幸第 7分区ガバナー補佐・　〃　荒木　潤一幹事　
　　　　　　菊地美恵子釧路北ロータリークラブ会長・佐久間　泰弘　〃　幹事・小野寺英夫パストガバナー補彩
　　　　　　坂本　良治君（釧路北 RC）・清水　荘一君（釧路北 RC）
■ゲスト　   橘　幸司釧路リトルシニア球団監督・平野　晃生同主将

 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
皆さま、こんにちは。
一昨日ぐらいから少
し寒くなって、もう
夏も終わったのかな
という感じになって
おりましたが、今日
は好天に恵まれて、

お盆の期間中も天気が良いということで皆さまは安心
されているかと思います。
本日は、ご来訪ロータリアンの皆さまには表敬訪問の
際にご案内させていただきました本例会に、佐渡ガバ
ナー補佐をはじめ第７分区各クラブの皆さまにお越し
いただき本当にありがとうございます。
そして過日、開催をされました全道中学親善硬式野球
大会の運営と指導に当たっております釧路リトルシニ
ア球団監督の橘様。そして、僕の記憶では初めてかと
思いますが、選手を代表して釧路リトルシニア球団
キャプテンの平野君にもお越しいただきました。本当
にありがとうございます。後ほど、貴重なお話を聞か
せていただけると思います。よろしくお願い申し上げ
ます。
さて、皆さんご存じのとおり、夏の全国高等学校野球
大会が甲子園球場で連日熱戦が繰り広げられていま
す。北北海道代表のクラーク国際高校が悲願の初勝利
を収めたことは記憶に新しいと思います。

この甲子園の大会、そして先日の硬式野球大会を見て
思ったことです。最近、選手宣誓で「宣誓！われわれ
選手一同はスポーツマンシップにのっとり正々堂々と
戦うことを誓います」というのを聞かないと思いませ
んか。これ、いつから今のように、思いの丈を話すよ
うになったのかを調べてみたのです。29年前の
1994 年に、山口県立光高校が甲子園に初出場された
時に当時のキャプテン杉村衡作さんという方が今風に
変えて選手宣誓をされたそうです。
その時になぜそのように変えたのかといいますと、一
緒に練習をして苦楽を共にしてきた親友の選手がい
て、その子が甲子園の大会の前に骨折をして、甲子園
の大会に出られない事態に陥ったのです。そして、今
でもそうだと思いますがくじを引いて１番が選手宣誓
ですので、自分が１番で選手宣誓だと決まって、まず
自分らしく選手宣誓をしたい。そして骨折をして残念
ながら出られなかった仲間に向けたメッセージを届け
たい、そんな思いでああいう形の選手宣誓になったそ
うです。
杉村キャプテンのその決断も大変すばらしいと思いま
す。その当時、周りにいた指導者、そして周りの大人
たちのご苦労というのも何か推察できるなと思ってい
ます。
ご披露いたしますと、その選手宣誓の全文です。
「宣誓！　野球を愛する私たちは憧れの甲子園球場か
ら全国の仲間にメッセージを送ります。ファイト、フェ

会長の時間



 

■ 本日のプログラム ■
全道中学親善硬式野球大会報告会

アプレイ、フレンドシップの頭文字「Ｆ」のマークを
あしらった高校野球連盟の旗の下、わたしたち選手一
同は苦しい時はチームメイトで励まし合い、辛い時は
スタンドで応援してくれている友人を思い出し、さら
に全国の高校生と友情の輪を広げるため、ここ甲子園
の舞台で一投一打に青春の感激をかみしめながら、爽
やかにプレーすることを誓います」。これを覚えて言
うのです。杉村さんは 150 回くらい練習されたとあ
ります。私だったら読まなきゃ絶対無理なものですか
ら、素晴らしいなと思います。
この宣誓はもちろん多くの方の心を打ったそうです。
ルールに則って行動を行う・言動することはもちろん
大切なことと思うのです。常識にとらわれずに行動す
ること、何かを行うことは時に良い変化、素晴らしい
変化を生み出すことがあると感じます。
多様性が求められている時代です。われわれロータ
リークラブもこの多様性という言葉は、昨今では大変
耳にする言葉であります。私たちはロータリーの活動
や日頃の出来事を通じて、常識にはとらわれない柔軟
な発想や視点で物事を捉えていく、そして行動をして
いく、生活をしていくことが肝要ではないかと改めて
感じさせていただきました。
本日も皆さまと有意義な時間を過ごしてまいりたいと
思っています。
本日一日、どうぞよろしくお願いいたします。会長挨
拶といたします。

幹事報告　佐藤 貴之 幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。先日、
開催された理事会において「夜間ビジターフィー」に
ついての議題があり内容としましては、現在 5,000
円のビジターフィーですを、今後は 6,000 円でお願
いしたいと決議されております。理事会の内容は議事
録が出来上がりましたらボードに掲示いたしますので
ご覧ください。よろしくお願いいたします。
以上、幹事報告となります。

青少年奉仕委員会　曽我部 元親 委員長
　皆さん、こんにちは。今年度、委員長を務めており
ます曾我部です。よろしくお願いいたします。
中学硬式野球大会では本当に多くの皆さまのご支援と
ご協力を賜って成功裏に終えることができました。委
員会を代表して厚くお礼を申し上げたいと思います。
ありがとうございました。
それでは早速、報告会に入らせていただきます。まず、
初めに動画を上映させていただきます。佐藤幹事プロ
デュースの動画をどうぞご覧ください。

（ビデオ上映）

青少年奉仕委員会　曽我部 元親 委員長
　皆さん、動画どうでしたでしょうか。（拍手）素晴
らしい出来だったと思います。特にプレーしていると
ころの写真は奥さんが撮っていたと聞いています。素
晴らしい写真だったと思います。
それでは、ご挨拶を賜りたいと思います。まず、はじ
めに始球式において見事な、大道さんがのけ反るよう
なインコースに速球を投げ込んでいただきました佐渡
ガバナー補佐よりご挨拶を賜りたいと思います。よろ
しくお願いします。

国際ロータリー第 2500 地区第７分区　
　　　　　　　　　　佐渡 正幸 ガバナー補佐

　皆さん、こんにち
は。本年度、第７分
区のガバナー補佐を
務めさせていただい
ております釧路北
ロータリークラブの
佐渡です。

今回、全道中学親善硬式野球大会にガバナー補佐とし
て、主催者として参加させていただきました。大道実
行委員長はじめ、本大会にご参加いただきました各ク
ラブの会長・幹事の皆さま、そして曽我部委員長はじ
めとします、青少年委員会、釧路ロータリークラブ会
員の皆さま、本当にお疲れさまでした。ありがとうご
ざいます。
先ほど、始球式の映像がありましたが、私も小学校の
頃は野球をやっていましたが、硬式ボールを初めて投
げました。最初の練習で球が少しスライスして、シュー
ト気味に行っていたものですから、本番は気をつけて
と思っていました。実行委員長にヘルメットを被って
いただけないかなと思って、まさかの事態があったら
と思いまして、慎重には投げました。
すみません、インコースに食い込みまして申し訳ござ
いませんでした。
　本年度の第７分区の一発目の分区事業です。この大
会が釧路クラブの事業として始まって、本年度で 14
回目ということです。全道各地から８チームが集まっ
て、中学生の皆さまが真剣に野球に打ち込んでいる姿
を拝見して、やはり青少年奉仕の事業は素晴らしいな、
これもこれからロータリーとしてたくさん進めていか
なければと感じさせていただいたところです。
ロータリアンの使命としては、これから将来を担う子
どもたちをしっかりと育てるのが非常に大事なことだ
と思います。先ほど後藤会長からお話ありましたが、
選手宣誓の中の「青春に感動し」という言葉が素晴ら



 

しいなと僕は思いました。やはり青春を謳歌して感動
している姿をわれわれが支える。その姿をしっかり見
た中で、また自分も「まだまだ、これから青春だ」と
いう思いでロータリー活動続けていきたいという思い
にさせていただきました。
今度は９月 24日のゴルフ。これはロータリアンだけ
の『ロータリアン・マスターズゴルフ大会』がありま
す。これも青少年にチャリティーする趣旨、目的で開
催させていただきます。ぜひとも多くの皆さまにご参
加いただきたいと思います。
それから、今年は各クラブの地区補助金事業がたくさ
んあります。うちの北ロータリークラブも９月 30日
に菊池会長のおひざ元の米町あたりで青少年を交えて
の釧路を知ってもらう、文化を知ってもらう事業を行
います。
釧路クラブさんも 10月 21日に、湿原の中で釧路の
自然を知っていただこうと。その他、各クラブにおい
て植樹等をしながら青少年に地域を知ってもらい、こ
れから豊かな心で成長していきたいという思いで本年
度の分区活動を進めてまいりますので、ぜひとも皆さ
まのご理解・ご協力をいただければと思います。
本日はどうもありがとうございました。

釧路リトルシニア球団　監督　橘 幸司  様
　皆さん、こんにち
は。ただいま、ご紹
介いただきました釧
路リトルシニア球団
監督の橘と申しま
す。よろしくお願い
します。

本年も全道中学親善硬式野球大会の開催に向け、ご尽
力いただきました全ての方に感謝申し上げます。あり
がとうございました。
14回目となりました今大会は 10球団に案内させて
いただき、残念ながらスケジュールの都合で 3球団
が参加できませんでしたが、７球団 8チームにて開
催することができました。
結果はDVDでご覧のとおりで、釧路リトルシニアは
初戦で敗退してしまい、皆さまのご期待を裏切ること
になってしまいました。それは、この大会がどんどん
レベルが高くなってきている証だと思っていただけた
らありがたいと思います。
本大会はリトルシニア北海道連盟の年間スケジュール
を基に、北海道連盟の大会と被らないスケジュールで
開催日を決定しておりますが、全国大会等のスケ
ジュールの変更で今回は北海道連盟の大会スケジュー
ルと被ってしまいました。上位までその大会に勝ち
残っていたチームは参加が危ぶまれたのですが、下級
生の 2年生チームでチームを編成して工夫して参加

いただけました。
また、参加いただいたチームからは、選手はもちろん
保護者も「なかなか釧路に来ることもないので楽しみ
にしている」と聞かれております。また、近年は釧路
も気温が高くなることも多く、「もっと涼しい所で野
球ができると思ったのに」という声も聞かれています。
また、参加されていないチームからも「釧路の大会に
参加できないの」などと聞かれることが多くあります。
大会の日程・スケジュール・場所を考えると、これ以
上のチーム数を増やすのは難しいことと考えておりま
す。
今後も本大会を継続し、中学硬式野球の発展と野球人
口の増加、釧路地域の野球の底上げの一端を担って行
ければと思っております。次年度以降も、中学親善硬
式野球大会開催に向け、皆さまのご理解・ご協力をお
願いしたします。
また、釧路リトルシニアですが、現在の団員が３学年
で 16名となっております。目標は１学年９名です。
皆さまのお近くに野球が好きな少年がおられましたら
是非ご紹介いただければと思います。
本日はどうもありがとうございました。

釧路リトルシニア球団　主将　平野 晃生 様
　皆さん、こんにち
は。釧路リトルシニ
ア球団主将の平野晃
生です。本日はこの
ような場にお招きい
ただきありがとうご
ざいます。
今年も全道中学親善硬式野球大会を開催していただき
ありがとうございました。今回の大会では悔しい結果
となってしまいましたが、素晴らしい大会で最高の仲
間とプレーができたこと、他のチームの方々と釧路で
試合できたこと、普段お世話になっている家族や親せ
き・学校の先生に頑張っている姿を見せられたこと、
そのどれもが嬉しくて、僕にとっても釧路リトルシニ
ア球団にとっても良い経験となり、忘れられない思い
出になりました。
全道中学親善硬式野球大会を開催してくださったロー
タリークラブの皆さま、本当に感謝申し上げます。今
後、釧路の野球人口の増加を願うと同時に僕自身も野
球を続け、結果を残していきながら、野球の楽しさや
得てきた経験をいろいろな場で伝えていき、釧路の野
球を盛り上げていきたいです。
これからも釧路リトルシニアの応援をよろしくお願い
します。
本日はありがとうございました。



 

釧路リトルシニア球団　大道 光肇 会長　
　お盆で、お経を読
み過ぎて、普段が楽
をしているものです
からこんな声でごめ
んなさい。こんな声
で長く喋ることは良
くないことだと思い

ます。
いわゆる親善野球大会には最初から携わっています。
私の毎年の役目は開会宣言で終わってしまうのです。
閉会は中山さんにやってもらう段取りでおります。と
いうのは次の日も仕事があるものですから。
今回は始球式もバッターになりました。生まれて初め
てなのです。その素振りの練習をしたのです。だいた
いこの辺に来たらこう振ろうとか、当たらないですね。
大変だなと思いながらやった。ところがすごい剛速球
が来ました。佐渡さん、若いね。私の頭をめがけて来
たのです。振るどころじゃないですよ、もう逃げなが
ら振って、怖かった。でも、楽しかったです。これ、
来年も私は続けたいなと思いますのでよろしくお願い
します。
釧路リトルシニア球団が発足して１５年以上が経つと
思います。行きがかり上ずっと携わっておりました。
最初は親睦のグラウンドを探すのが大変だったので
す。いろんな人で手配して、厚岸や阿寒町だとか公立
大学を使ったことありますね。
今回は、釧路工業のグラウンド。釧路工業の監督と大
変親しいのです。彼は座禅が好きで、冬の間びっちり
座禅をするのです。嫌がる生徒を捕まえて、足が痛い
のに月２回で、１月・２月・３月で６回。私が指導し
ているのです。今年は良いところまで行ったのですが
おしいことに負けちゃいました。監督は「とにかく精
神統一だ」という中で「いつでも来てください」とい
うことで、もう３年になるお付き合いをしておりまし
た。釧路工業のグラウンドは本当に整備されていてと
てもいいグラウンドです。今回も近くの湖陵高校のグ
ラウンドを使ってもらえるということで、近場ですか
らスムーズにできたと思うのです。ありがたいと感謝
しているわけです。
今、釧路リトルシニア球団は少し調子がよくないので
す。でも、今まではこの上がり下がりありまして、東
日本大会に出たり、いろんな大会に出たりしています。
そのうちだんだん上がってくるのではないかと期待し
ております。
とにかく、少しでも地元のチームが力をつけて、そし
て高校に送り込むのが私どもの目的ですから、地元を
強くして地元で甲子園に行けるような選手に育て上げ
たいというのが最初の理念でした。
最近はそうではないよね。北海に行ったり、甲子園に

行くところに行っちゃう、だから釧路はしばらく甲子
園に行っていません。でも、期待をもって「いつかは」
と思いながら応援しているような状態です。
昨日も日本ハムと西武がやっていました。今、佐藤龍
世君が出ています。彼はこのリトルシニアの出身です。
厚岸出身で、通って来ましたね。彼の従妹は佐藤綾乃
さんといって、高木姉妹と一緒にパラシュートで五輪
で金メダルを取っています。彼はうちのリトルシニア
から北海高校に行ったのです。それから富士大学で北
東北六大学の三冠王を取った。それで西武の指名を受
けて西武に入ったのです。辻監督に可愛がられてレ
ギュラーに近くなったのだけれど、どういうわけか３
年前に日本ハムにコンバートされたのです。
日本ハムでやったのだけれど、また戻ってきて今は１
軍にずっといます。思いっきりのいい選手で、また守
備が非常にうまくて、オールラウンドプレーヤーなも
のですから、私は毎回応援しているのです。そういう
選手を少しでも輩出すればいいなと思います。これは
不可能じゃないなと思っています。監督、これからも
指導をよろしくお願いします。
　また、駒沢大学の私の後輩もたくさんおります。こ
の間、中畑に会ったら、「たまに呼んでくれよ」と言
うのです。「でも、ギャラが高いのでしょ」と言った
ら「それは良いから。呼んでくれたら、いつでも行く
よ」と言っていました。そのうち野球教室をやりたい
と思います。そういうことで応援したいと思います。
去年の今頃は入院していました。もう何も食べられな
くて、水も飲めなくて、嚥下障害を起こして体重 48
キロまで下がっていました。いろんなリハビリをして
よみがえりました。こうやって坊さんをさせていただ
けるのは仏様のおかげと感謝しております。
これからもリトルシニア球団の皆さんの応援をよろし
くお願いいたします。また第７分区の皆さん方もどう
ぞ変わらぬご声援をよろしくお願いします。
これ以上喋ると声が心配ですから、これぐらいにさせ
ていただきます。
今回は本当にありがとうございました。

ご挨拶　後藤 公貴 会長
　改めてお話させて
いただきます。挨拶
というより皆さまに
お礼の言葉でござい
ます。
14年前、大道住職
からお話があったよ

うに第１回目が厚岸の球場で開催をされて、その時は
大雨の大会で、運営が大変だったと聞いております。
私も青少年奉仕の委員長や奉仕プロジェクトの大委員
長もさせていただいて、割と数多くこの野球大会には



 

携わらせていただきました。大会の運営の大変さも本
当に分かっているつもりです。本当に長年にわたり、
釧路リトルシニア球団の橘監督をはじめ、選手の皆さ
んにも、そして本日は社用で来られていないですけれ
ど代表理事の中山さんにも本当に尽力いただいていま
す。この場をお借りしまして心から感謝申し上げます。
ありがとうございます。
そして釧路ロータリークラブが主催・主幹で始まった
この大会も、当クラブの吉田秀俊会長の時から第７分
区に主催を移行して現在のような運営となったところ
です。
少しだけ未来の話をさせていただくと、運営の基礎は
もちろん実行委員会が担っているのですが、ロータ
リーとしての運営主幹が釧路クラブでありますけれ
ど、来年以降はぜひ第７分区内の各クラブから、例え
ば青少年奉仕担当の方を１人ずつでも出していただい
て、一度、会議の席を設けて運営の形態を少しずつ、
例えば、ガバナー補佐を輩出したクラブが主幹をして
いく、などの和の広がりを持てればいいなと思ってい
るのです。せっかくこれだけの人数のロータリアンが

いるので、やっぱり知恵は多い方がいいと思っていま
す。
青少年奉仕には先ほど佐渡ガバナー補佐からありまし
たが、やっぱりロータリークラブの根幹のひとつであ
ると思っているのです。みんなの力で何とかこの大会
をフラッシュアップさせてより良い大会に、そしてた
くさんの人が訪れるこの釧路での開催にしてまいりた
いと思っております。
来年以降も、私どももしっかり関わらせていただきた
いと思います。ぜひクラブに帰られましたら今日のこ
とを例会等々でお話をしていただいて、ひとりでも多
くの賛同者を得てまいりたいと思っています。
最後に、関わっていただいた全ての皆さまに私からも
感謝を申し上げさせていただいて、お礼の言葉と代え
させていただきます。誠にありがとうございました。

本日のニコニコ献金

■大道　光肇君 　今年も中学親善硬式大会が無事開催することが出来ました。会員の皆様に感謝です。
■濱口　憲太君　8月 4日、無事首の手術入院より退院出来ました。納涼ビアパーティーでは多くの参加
　　　　　　　　ありがとうございます。まで安静ですが引き続き楽しい夜間例会に向けて親睦一同頑張り
　　　　　　　　ます。ご参加宜しくお願い致します

今年度累計　　68,000 円　　


